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研究要旨：診療ガイドラインは、医療の質の向上と均てん化を図り、個々の診
療現場においてエビデンスに基づいて適切な治療が選択される上で重要である。
しかし、作成、運用、改訂、利用状況等についての統一した評価、整備指針がな
く、本研究班では現状の問題点を分析し、診療ガイドライン作成における今後の
方針を検討し、決定する。

3.潜在的な過剰医療の適正化における診療 
ガイドラインの役割 
臨床で継続されてきた行為を見直し、中止 
するためのエビデンスの創出は難しく、診 
療行為は「行う」ことが増え続ける傾向に 
ある。国内で活動を展開しているChoosing 
Wisely Japanと連携し、診療ガイドライン 
の作成主体として臨床系学会と議論を深め、 
あるべき方向性を探る。 

Ｃ．研究結果
診療ガイドラインの作成は臨床系各学会

が中心となって行っているものが多く、異
なる学会において取り扱う疾患が重複して
いるため、同様のガイドラインが、複数存
在していることがある。この様な場合にガ
イドライン作成状況を俯瞰的に分析し、各
々の学会ガイドライン作成委員会と連携し、
調整する組織（例えば日本医学会連合など）
の存在が必要であることが明らかとなった。
 また、近年の医療費の高騰からガイドラ
イン作成時の標準治療決定に際し、医療経
済的視点から優先順位を検討する必要性も
あると考えられる。さらには、高齢化社会
の到来により、一般の診療行為は年令に関
係なくガイドラインの推奨通りに行われる
傾向があるが、年齢等を加味した適切なガ
イドラインの運用指針、すなわち、診療を
中止するための一定の規準設定の必要性も
明らかとなった。

Ｄ．考察
 我が国における診療ガイドラインの作成
に関しては、学会主導が多いため、ガイド
ライン作成の手順、記載法、運用実績に関
しても不均一であり、一部の疾患に関して
は複数重複して存在するものもある。した
がって、ガイドライン作成全体を分析し調
整し、場合により、個々のガイドライン作
成内容の評価が必要であると考えられる。
また、現在の診療内容の変化のスピードに
対応したガイドライン改訂時期も、個々の
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Ａ．研究目的
 診療ガイドランの適切な作成 、利用 
・普及を通じた医療の質の向上と均てん 
化は世界的に共通の課題として重要であ 
る。現在、診療ガイドラインの作成組織 
としては、一部に公的研究費による研究 
班などがあるが、所属する個別の臨床系 
学会が中心であり、各学会が独自に専門 
領域の診療ガイドラインの作成を進めて 
いる。したがって、診療ガイドラインに 
関する整備や方針を俯瞰的にまとめたロ 
ードマップは存在しない。 
 本研究は、現在のガイドラインの状況 
を俯瞰的に分析し、今後の課題と方向性 
をまとめることを目的とする。 

Ｂ．研究方法
1.診療ガイドラインの方向性の検討とフ
レームワーク・ 総括指針・ロードマップ 
作成 
診療ガイドラインの役割、想定される政 
策的な課題の明確化を行う。診療ガイド 
ラインに関連する諸課題の取り組みにつ 
いて政策的なフレームワーク・総括指針 
・ロードマップを作成する。 
2.推奨決定における公平性・経済性 
医療経済的な評価手法の在り方、診療ガ 
イドラン作成主体である臨床系学会に期 
待される役割を検討し、今後の方向性を 
示す。さらに国内では通常専門医のみが 
関与する推奨決定において、学際パネル 
の要件、総意形成の在り方に関し、国内 
外の状況をレビューし、今後の方向性を 
探る。 
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ガイドライン毎に統一されておらず、ガ
イドラインそのものが十分に機能してい
ないことも散見される。したがって診療
ガイドラインの作成、運用、改訂、また
使用実績等に関して俯瞰的に分析し、課
題と方向性を検討する本研究班の意義は
重要と考えるし、継続的にガイドライン
の運用状況について評価していく必要が
ある。

Ｅ．結論
診療ガイドラインは、医療の質の向上、 

均てん化の為に必要不可欠であるが、現 
行のガイドライン作成、運用等に関して 
は問題点も多々あることから、本厚労班 
が主体となって診療ガイドラインの作成、 
運用、普及状況などを分析し、今後のガ 
イドライン作成等に関し、一定の指針を 
揚げる必要性が明らかとなった。 
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